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山
形
と
し
て
は
、
第
十
回
大
会
以
来

二
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ

数
年
来
の
本
学
会
の
内
容
の
広
が
り
と

深
さ
と
、
歴
史
を
学
ぶ
者
の
増
加
に
目

を
見
張
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
会
長
の
意
向
で
、
サ
ブ
テ

ー
マ
を
～
現
代
の
看
護
の
源
泉
へ
の
探

訪
～
と
し
、
看
護
の
先
輩
た
ち
が
成
し

遂
げ
た
看
護
改
革
・
活
動
を
と
お
し
て
、

今
、
社
会
か
ら
看
護
に
期
待
さ
れ
て
い

る
も
の
、
看
護
に
何
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
か
を
再
考
す
る
機
会
に
し
た
い
と

考
え
、
今
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
山
形
県
立
保
健
医
療
大

学
の
康
井
学
長
が
参
加
さ
れ
、
イ
ン
ド

の
ネ
ー
ル
が
獄
中
で
娘
に
向
け
て
、
世

界
の
歴
史
に
つ
い
て
書
か
れ
た
手
紙
の

一
説
「
お
前
は
覚
え
て
い
る
だ
ろ
う

か
？
凡
人
は
い
つ
も
英
雄
で
あ
る
と
い

う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
毎
日
の
パ
ン

や
バ
タ
ー
の
こ
と
、
子
供
の
世
話
、
ま

た
暮
ら
し
向
き
の
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
が
心
を
煩
わ
す
。
し
か
し
、

い
っ
た
ん
時
が
熟
し
て
、
人
々
が
大
き

な
目
標
を
つ
か
み
、
そ
れ
に
確
信
を
持

つ
よ
う
に
な
る
と
、
た
と
え
単
純
な
平

凡
な
人
た
ち
で
も
英
雄
に
な
り
、
歴
史

は
動
き
は
℃
め
大
き
な
転
機
が
や
っ
て

く
る
。
」
を
引
用
し
、
歴
史
を
学
ぶ
こ

と
が
新
し
い
明
日
へ
の
指
標
と
の
べ
て

い
る
こ
と
を
話
さ
れ
、
そ
し
て
今
大
会

の
学
び
が
自
己
確
立
と
看
護
学
の
発
展

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
の
、

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
別
講
演
で
は
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

の
「
看
護
覚
え
書
」
　
へ
の
情
熱
と
題
し

て
草
稿
か
ら
未
発
表
の
第
四
版
ま
で
の

改
定
を
と
お
し
て
「
看
護
覚
え
書
」
の

日
本
へ
の
紹
介
、
「
看
護
覚
え
書
」
　
の

各
版
の
特
徴
に
つ
い
て
詳
細
な
資
料
に

基
づ
き
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
が
「
看
護
覚
え
書
」
に
情
熱
を

注
ぎ
真
剣
に
創
作
さ
れ
た
作
品
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
看
護
改

革
推
進
者
オ
ル
ト
を
語
る
と
題
し
た
講

演
で
は
、
オ
ル
ト
の
看
護
思
想
形
成
に

影
響
し
た
要
因
・
生
い
立
ち
、
看
護
思

想
、
看
護
政
策
と
の
関
係
に
つ
い
て
開

く
こ
と
が
で
き
、
オ
ル
ト
少
佐
の
人
と

な
り
を
知
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
G

H
Q
に
関
連
す
る
地
方
の
発
表
が
あ
っ

た
の
も
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
し
た
。

研
究
発
表
で
は
、
発
表
者
と
出
席
会

員
の
活
発
な
質
疑
応
答
、
示
唆
に
富
む

参
考
意
見
も
あ
り
、
熱
気
に
溢
れ
充
実

し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
看
護
師
の
旅
～
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
の
看
護
を
訪
ね
て
～
は
参
考

書
で
は
目
に
ふ
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い

貴
重
な
〓
ハ
二
枚
の
写
真
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
一
九
八
九
年
～
一

九
九
九
年
の
間
六
回
に
わ
た
り
訪
欧
し

た
も
の
で
、
六
回
す
べ
て
の
写
真
撮
影

と
そ
の
編
集
を
し
た
高
田
さ
ん
に
、
分

科
会
の
Ⅰ
で
ス
ラ
イ
ド
を
上
映
し
報
告

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

分
科
会
の
Ⅱ
は
四
分
科
会
で
そ
れ
ぞ

れ
に
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
分
科
会
の
報
告
の
時
間
が

と
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
反
省
し
て
お

り
ま
す
。

蛇
足
に
な
り
ま
す
が
、
山
形
の
芋

煮
は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

遠
く
か
ら
ご
参
会
い
た
だ
き
ま
し
た

会
員
の
皆
様
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第
l
七
回
大
会
予
告

来
年
は
、
青
森
で
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
多
く
の
皆
様
の
ご
発
表

と
ご
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

◆
大
会
長

ラ
イ
ダ
ー
島
崎
玲
子

◆
大
会
テ
ー
マ

看
取
り
の
文
化
　
古
代
か
ら
現
代
へ

◆
開
催
期
日

平
成
一
五
年
九
月
五
日
（
金
）

～
九
月
六
日
（
土
）

◆
会
場

青
森
県
立
保
健
大
学

◆
内
容

特
別
講
演
一

松
木
明
知
弘
「
八
甲
田
雪
中
行
軍
事

件
‥
特
に
第
五
連
隊
と
第
三
一
連
隊

に
よ
る
捜
索
活
動
に
つ
い
て
」

特
別
講
演
二

新
村
拓
「
看
取
り
の
文
化
と
そ
の
歴

1
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史
‥
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
介
護
の

歴
史
」

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ラ
イ
ダ
ー
島
崎
玲
子
他
「
占
領
軍
G

H
Q
公
衆
衛
生
福
祉
局
の
医
療
看
護

政
策
と
現
在
へ
の
影
響
」

分
科
会

田
中
幸
子
「
日
本
の
看
護
に
関
す
る

法
律
の
変
遷
」

山
本
春
江
「
史
料
の
力
～
地
域
看
護

学
概
論
に
史
料
教
材
を
用
い
て
～
」

斉
藤
ク
ニ
「
診
療
報
酬
の
推
移
と
看

護
の
評
価
～
県
内
医
療
機
関
（
中
小

規
模
病
院
）
　
に
お
け
る
看
護
の
変
遷

に
つ
い
て
～

瀧
川
薫
他
「
男
性
の
看
護
参
画
‥
看

護
士
か
ら
看
護
師
へ
～
専
門
職
看
護

へ
の
道
～
」

一
般
演
蔑

写
真
展

◆
研
究
発
表
の
申
し
込
み

演
題
締
め
切
り

平
成
一
五
年
三
月
七
日
（
金
）

演
題
申
し
込
み
方
法

演
題
名
と
氏
名
、
所
属
、
会
員
番

号
、
連
絡
先
を
記
入
し
た
官
製
は

が
き
に
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

抄
録
締
め
切
り

平
成
一
五
年
五
月
九
日
（
金
）

◆
大
会
事
務
局

〒
〇
三
〇
一
八
五
〇
五

青
森
市
大
字
間
瀬
五
八
二

青
森
県
立
保
健
大
学
内

日
本
看
護
歴
史
学
会
第
一
七
回
大
会

事
務
局

電
　
話
〇
一
七
・
七
六
五
・
二
〇
五
四

F
A
X
〇
一
七
・
七
六
五
・
二
〇
五
五

（
福
井
、
秋
麿
）

G
H
Q
の
文
書
を
は
じ
め
と
す
る
当

時
の
記
録
や
関
係
者
か
ら
の
聞
き
取
り

調
査
を
も
と
に
、
①
オ
ル
ト
が
最
新
の

看
護
教
育
を
受
け
て
い
た
こ
と
、
②
進

駐
前
に
日
本
の
医
療
や
看
護
に
関
す
る

知
識
を
有
し
て
し
た
こ
と
、
③
オ
ル
ト

の
看
護
思
想
は
看
護
の
専
門
職
化
を
目

指
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
④
実
施
さ

れ
た
看
護
政
策
す
べ
て
が
専
門
職
の
条

件
を
満
た
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

オ
ル
ト
の
活
動
と
看
護
改
革
に
か
け

た
情
熱
に
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
、
看

護
婦
、
軍
人
と
し
て
の
三
つ
の
側
面
が

あ
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
看
護
改
革
推
進

者
オ
ル
ト
を
語
る
ー
看
護
改
革
に
か
け

た
情
熱
－

大
　
石
　
杉
　
乃

連
合
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
以

下
、
G
H
Q
）
公
衆
衛
生
福
祉
局
看
護

課
は
五
年
九
カ
月
の
間
に
、
保
健
婦
助

産
婦
看
護
婦
法
の
制
定
、
厚
生
省
看
護

課
の
設
立
、
日
本
産
婆
看
護
婦
保
健
婦

協
会
の
助
成
な
ど
の
看
護
改
革
を
行
っ

た
。
そ
の
大
部
分
が
来
日
当
時
、
四
十

一
歳
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
人
看
護
婦
、

G
H
Q
看
護
課
長
G
r
a
c
e
 
E
－
i
N
a
b
e
t
h

A
－
t
（
以
下
、
オ
ル
ト
）
　
に
委
ね
ら
れ

た
。政

策
は
立
案
、
施
行
さ
れ
た
時
代
背

景
の
み
な
ら
ず
、
立
案
と
施
行
に
関
わ

っ
た
人
間
の
哲
学
や
価
値
観
か
ら
も
影

響
を
受
け
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
r
看
護
覚
え
暮
し

へ
の
情
熱
－
草
稿
か
ら
未
発
表
の
第
四

版
ま
で
の
改
訂
を
と
お
し
て
－

平
　
尾
　
真
智
子

一
般
的
に
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
【
看

護
覚
え
青
山
　
に
は
三
種
類
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
r
看
護
覚

え
香
し
　
（
初
版
）
、
F
改
訂
増
補
版
看
護

覚
え
香
し
　
（
第
二
版
）
、
r
労
働
者
階
級

の
た
め
の
看
護
覚
え
書
j
　
（
第
三
版
）

の
三
つ
で
あ
る
。
筆
者
は
一
九
九
九
年

に
イ
ギ
リ
ス
の
古
書
店
か
ら
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
の
r
看
護
覚
え
書
」
の
草
稿
と

も
い
え
る
小
本
を
入
手
し
た
。
一
九
九

二
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
文
学
者
ス
ク
レ

ト
コ
ー
ピ
ッ
チ
氏
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る

第
二
版
に
そ
の
後
加
筆
さ
れ
た
追
加
分

や
一
八
七
五
年
に
執
筆
し
た
三
千
語
か

ら
な
る
未
出
版
の
原
稿
を
適
所
に
挿
入

し
新
た
に
編
集
さ
れ
た
「
看
護
覚
え
青
山

が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
加
え

る
と
五
種
類
の
内
容
の
異
な
っ
た
「
看

護
覚
え
青
山
が
現
存
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
五
つ
の
F
看
護
覚
え
書
」

の
内
容
を
比
較
し
た
結
果
、
草
稿
段
階

で
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
強
調
し
た
か
っ

た
こ
と
は
「
す
べ
て
の
女
性
は
看
護
婦

で
あ
る
こ
と
」
「
医
者
任
せ
に
し
な
い

こ
と
」
　
で
あ
る
こ
と
、
初
版
か
ら
第
三

版
ま
で
は
読
者
に
合
わ
せ
て
文
の
構
成

や
表
現
を
推
敵
・
熟
考
・
再
考
・
苦
慮

し
て
い
る
こ
と
、
未
発
表
の
文
章
の
存

在
か
ら
は
時
代
に
合
わ
せ
て
常
に
内
容

の
更
新
を
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て

い
た
こ
と
、
な
ど
が
わ
か
っ
た
。
五
つ

の
　
r
看
護
覚
え
曹
J
　
の
存
在
を
知
り
、

そ
れ
ら
の
内
容
の
比
較
を
通
し
て
、

r
看
護
覚
え
香
し
は
文
字
通
り
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
を
代
表
す
る
作
品
で
あ
る
こ

と
が
真
に
理
解
で
き
た
と
と
も
に
彼
女

の
こ
の
作
品
に
対
す
る
情
熱
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
。
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1
　
リ
ン
ダ
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
が
京
都
看

病
婦
学
校
で
は
じ
め
た
看
護
教
育

～
明
治
二
〇
年
制
定
の
「
同
志
社

病
院
看
病
婦
学
校
規
則
」
・
「
同
志

社
病
院
規
則
」
を
中
心
に
～

岡
山
寧
子
、
竹
中
京
子
、
依
田
和
美

明
治
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
前
ま

で
の
埼
玉
県
に
お
け
る
看
護
婦
養

成
教
育
の
発
展
過
程
一
、
設
立
者

と
財
政
、
学
生
の
給
費
生
制
度
を

中
心
に
～仲

島
愛
子
、
高
橋
み
や
子

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
済
生
館
に

お
け
る
看
護
教
育
の
歴
史
～
甲
種

看
護
婦
養
成
所
の
設
立
ま
で
の
経

緯
～

鈴
木
由
美
子
、
大
沼
優
子

高
等
学
校
衛
生
看
護
科
の
設
立
過

程
そ
の
一

村
田
三
加
幸
、
青
谷
須
磨
子

宮
城
県
に
お
け
る
篤
志
看
護
婦
人

会
活
動
の
意
義

小
山
田
信
子

沖
縄
に
お
け
る
モ
O
p
e
r
a
t
i
O
n

R
O
r
e
n
C
e
N
i
g
h
t
i
n
g
a
－
e
、
、
の
実

施
計
画
に
つ
い
て

仲
里
幸
子
、
大
嶺
千
枝
子

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
G
H
Q
の

指
令
に
よ
る
山
形
県
に
お
け
る
病

院
改
革
の
実
施
過
程

片
桐
智
子
、
平
塚
朝
子
、
高
橋
み
や
子

（
分
科
会
）

◆
　
看
護
史
の
旅
（
写
真
展
）
　
～
ナ
イ

チ
ン
ゲ
ー
ル
の
看
護
を
訪
ね
て
～

高
田
み
つ
子

◆
　
蕎
護
史
の
旅
（
写
真
展
）
　
～
ナ
イ

チ
ン
ゲ
ー
ル
の
看
護
を
訪
ね
て
～

高
田
み
つ
子
、
山
田
泰
子

◆
　
京
都
肴
病
婦
学
校
に
関
す
る
資
料

に
つ
い
て
の
検
討
～
研
究
発
表

「
リ
ン
ダ
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
が
京
都

肴
病
婦
学
校
で
は
じ
め
た
看
護
教

育
」
　
に
関
連
し
て
～

依
田
和
美
、
岡
山
寧
子
、
竹
中
京
子

◆
　
高
等
教
育
の
制
度
的
概
念
変
化
と

看
護
教
育

玄
田
公
子

◆
　
戦
後
日
本
の
看
護
教
育
の
成
立
～

T
O
首
O
D
e
ヨ
O
n
S
冒
n
O
n
S
c
h
0
0
－

に
焦
点
を
あ
て
て
～

坪
井
良
子
、
．
佐
藤
公
美
子
、
平
尾

真
智
子

こ
の
分
科
会
は
、
研
究
発
表
「
リ
ン
ダ
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
が
京
都
看
病
婦
学
校
で
は

じ
め
た
看
護
教
育
」
に
関
連
し
た
資
料
検
討
と
い
う
こ
と
で
、
依
田
和
美
が
話
題
提

供
し
た
。

参
加
者
は
七
名
で
、
研
究
発
表
で
紹
介
さ
れ
た
「
京
都
看
病
婦
学
校
規
則
」
と

「
同
志
社
病
院
規
則
」
　
の
英
文
資
料
が
追
加
配
布
さ
れ
、
そ
の
学
校
規
則
が
設
立
認

可
申
請
の
一
ケ
月
前
の
一
八
八
七
年
六
月
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
紛

れ
も
な
く
設
立
当
初
看
病
婦
学
校
の
看
護
監
督
で
あ
っ
た
リ
ン
ダ
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
の

手
に
な
っ
た
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

そ
の
上
で
同
じ
時
期
に
制
定
さ
れ
た
「
病
院
規
則
」
と
あ
わ
せ
て
参
照
し
な
が
ら
、

京
都
看
病
婦
学
校
設
立
当
初
に
計
画
さ
れ
た
教
育
内
容
に
つ
い
て
参
加
者
で
検
討
し

た
。時

間
的
制
限
で
十
分
な
意
見
交
換
に
至
れ
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
っ
た
が
、
京

都
看
病
婦
学
校
に
お
け
る
教
育
内
容
の
よ
り
詳
細
な
解
明
を
目
指
し
て
、
来
年
の
分

科
会
に
も
継
続
し
て
話
題
提
供
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
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日本看護歴史学会第16回大会収支決算報告

開催日　平成14年8月31日、9月1日

収入の部

科　　　 目 予 算 額

（円）

決 算 額

（円）

傷　　　　 考

大会参加費 40 0，0 00 383，00 0 4．∞0円×糾 人（尊前振込分）

4，00 0円×30人（当 日蓼加責）

1，0 00円×7 人（学生、鱗漬集のみ）

雑　 収　 入 100 3，93 0 その他

合　　　 計 400．1∞ 386，93 0

科　　 目 予 算 績

（円 ）

決 算 額

（円 ）

償　　　　 考 ・

報 償 費 82 ．00 0 82 ，020 鱗師 鴨 全 （2 人 ×20，000 ）

会 場 使 用 檜 札22 ．02 0

15 日金 謝礼 20 ．000

食 料 責 50 ，00 0 33 ．495 鱗師 、幹 雷 、協 力 Å 昼 食代

（29 人 × 1150）

お よび 茶 菓 代

需 用 責 200 ，000 16 8 ，166 鱗漬 集 ・封 簡印 刷 （155．925 円 ） 、

生 花 代 （5．0 00） 、 用 鱒等 消 耗 串他

役 務 責 50 ，000 55 ．弱 0 郵 送 料 （4 5．000 ） 、t 賠 代他

ク リー ニ ン グ代 （．4，500）

賞　　 金 0 30 ，000 アル バ イ ト （5 ．000 × 6 人 ）

千 僧 責 18 ，100 4 ．942 懇 親 会 禰 爛

合　　 計 400 ，100 37 4 ．203

収入　386．930円一支出　374，203円王残金12，727円なお、分科会lの鈷凰提供者の高田みつ子さんから、鱗師檜全の辞退がありましたことを♯告いたします。平成14年9月9日　報告書　山形県立保健医療大学　平場網子 3
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新
入
会
員
紹
介
（
敬
称
略
）

松
岡
　
牧
（
O
N
も
定
）

［
東
京
女
子
医
科
大
学
看
護
学
部
］

鈴
木
由
美
子
（
O
N
も
○
豊

［
山
形
市
立
病
院
済
生
館
高
等
看
護

学
院
］

大
沼
優
子
（
O
N
・
告
e

［
山
形
市
立
病
院
済
生
館
高
等
看
護

学
院
］

斉
藤
訓
子
（
O
N
t
書
ゴ

［
日
本
看
護
協
会
企
画
室
］

芳
賀
佐
和
子
（
O
N
－
書
聖

［
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
医
学
部
看

護
学
科
］

小
山
敦
代
（
O
N
・
章
票

［
青
森
県
立
保
健
大
学
］

斉
藤
順
子
（
O
N
も
－
○
）

［
埼
玉
医
科
大
学
短
期
大
学
］

庄
子
幸
恵
（
O
N
も
－
－
）

［
仙
台
大
学
］

小
形
利
彦
（
O
N
も
－
N
）

［
日
大
山
形
高
等
学
校
］

武
田
洋
子
（
O
N
も
－
〕
）

青
谷
須
磨
子
（
O
N
も
－
e

［
山
形
大
学
医
学
部
看
護
学
科
］
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計
　
報

本
学
会
特
別
会
員
大
森
文
子
氏
が
、

十
一
月
二
九
日
午
前
零
時
三
一
分
、
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

日本雷離歴史学会　2001年度決算報告

収入の部　　　　　　　　　　　●01．4．1～●02．3．31（単位　円）

項　　　　 目 予　 算　 額 決　 算　 額 牽　 引　 頗

会　　　　 費 680 ，000 　 7 28，000

会員 167口

新入会員 15口

48，000

寄付金 その他 0 　 4 3，90 1

会誌等売上 （4 3，900 ）

利子 （1）

43 ，90 1

中年度繰越金 1，008 ，3 73 1，008，373 0

含　　　 堅 1，688 ，37 3 1，780，274 9 1，9 01

支出の部　　　　　　　　　　　－01．4．1～－02．3．31（単位　円）
項　　　　 目 予　 算　 額 決　 算 ・頼 差　 引　 額

幹事 会 開催 費 20 0，000 15 ，7 50 － †8 4，250

鱒 重点会開催十 10 0，000 64 ，9 09 3 5，09 1
出 版 責　 し 86 0，000 337 ，5 75 ・52 2，425

会 報 発 行 責

学 会 誌発 行責

（60，000）

（800，000）

会 報36号 （10 ，500）

会 報37号 （29 ，925）

会誌 13，14 合併 号

（29 7，150 ）

牟鼻名簿作成費 100 ，000 25 ，2 00 7 4，800

事 務経 費 370 ，000 198 ，120 17 1，880

印　 刷　 費 （50，000） （12 ，6 00）

通　 信　 費 （170，000） （128 ，18 0）

文 具 、 その他 （150，00q） （57 ，34 0）

予　 備　 費 58 ，3 73 0 5 8，373 ■

合　　　　 計 1，688，37 3 64 1，5 54 1，04 6，819

次年度への繰越金

1，780，274円－641，554円＝1，138，720円

日本看護歴史学会　2002年度予算

収入の部　　　　　　　　　　　●02．4．1～●03．3．31（単位　円）
項　　　　 目 字　 幕 ＿頼 縞　　 膏 中年 度決 算 額

会　　　 蝿 680，00 0 4，000 × 170 串 728 ，0 00

寄付金 ・その他 40，00 0 4 3，90 1

申年 度鱒 鱒 金 1，138．72 0 1■．008 ，3 73

合　　　　 計 1，8 58，720 1，780 ，2 74

支出の部　　　　　　　　　　　　●02．4．1～●03．3．31（単位　円）

項　　　　 目 ＿＿＿▲⊥＿予　 算　 額 摘　　 畢 前年度決算額

幹事会廟催責 500 ，0 00 ヰ 3 由

（1 回／ 3 年は新

旧合同幹事会）●1

15 ，7 50

編集重点会開催★ 100，00 0 年　 4 回 64，90 9

出版責 6 60，00 0

第38 号 （02●7済）

3 37，575

会 報 発 行 責 （60，000）

（600，000）

（40，425）

学会韓発行責 第39 号 （02●12）

第 15 号 （02－4 済）

第16 号

（297，150）

会長名簿作鱒責 0 （1 回／＿3 年） 2 5，200

事務経費 3 70，000

会報　　 2 回

198 ，120

印　 刷　 費 （50，000） （12，600）

通 信 費

文具 ・．その他

人 ・件 責●2 ・

（170，000）

（50，000）

（100，000）

（128．180ト

学会誌 ，2 回

アルバイト代テープおこし代含む

（57，糾0）

予　 備　 費 228 ，7 20 0

合　　　　 計 1，858 ，720 64 1，554

＊102．4．20新旧合同幹事会（於東京）実施

＊2　文具・その他の項目に入っていたが、新規で項目を設定

（
会
員
著
書
紹
介
）

ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ウ
ィ
ズ
・
ア
・
ハ
ー
ト

女
性
の
た
め
の
女
性
に
よ
る
病
院
の
物
語

バ
ー
ジ
ニ
ア
・
G
・
ド
ラ
ッ
ク
マ
ン
著

依
田
和
美
編
　
稲
田
依
久
監
訳

明
石
書
店
　
二
八
〇
〇
円
（
税
別
）

ア
メ
リ
カ
最
初
の
教
育
・
訓
練
を
受

け
た
看
護
婦
を
養
成
し
た
、
ニ
ュ
ー
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
婦
人
小
児
病
院
の
盛
衰
を
、

豊
富
な
資
料
を
駆
使
し
、
社
会
的
視
点

か
ら
迫
る
。

編
集
後
記

第
一
六
回
大
会
は
ミ
現
代
看
護
の
源

泉
の
探
訪
モ
と
題
し
山
形
の
地
に
相
応

し
い
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
開
催
地
の
霞

城
公
園
に
は
山
形
市
郷
土
資
料
館
も
あ

り
、
歴
史
を
省
察
す
る
格
好
の
場
。
ナ

イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
と
戦
後
看
護
改
革
推
進

者
オ
ル
ト
女
史
の
話
題
に
耳
を
傾
け
、

二
つ
の
話
題
に
一
〇
〇
年
の
隔
た
り
と

現
代
に
続
く
赤
い
糸
の
繋
り
を
感
じ
る
。

と
に
か
く
も
芋
煮
を
味
わ
い
な
が
ら
日

本
と
世
界
の
歴
史
探
訪
を
楽
し
め
た
良

き
日
々
で
し
た
。
（
龍
）

日
本
看
護
歴
史
学
会
会
報
第
三
八
号

発
行
責
任
者

藤
村
龍
子

．
　
　
東
海
大
学
健
康
科
学
部

編
集
責
任
者

大
石
杉
乃
・
田
中
幸
子

事
　
務
　
局

〒
二
二
八
－
〇
八
二
九

神
奈
川
県
相
模
原
市
北
里
ニ
ー
一
－
一

北
里
大
学
看
護
学
部

田
中
　
幸
子

m
＆
損
〇
四
二
－
七
七
八
1
九
八
二
六
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